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１０月８日（土）に秋季大運動会を実施しました。前日までの雨で校庭が心配でしたが、子どもたちの願いが
叶い、さわやかな天気の下に行うことができました。本年度の運動会の全体スローガンは、「きらめけ！みんな
が主役の運動会～心を一つに、絆を深めて走り出せ～」です。当日は、一人一人が最後まで全力でがんば
り、仲間のがんばりを大きな拍手でたたえ、一人一人のきらめく姿、みんなできらめく姿がたくさん見られました。

１年生は、かわいいダンスを交えて玉入れをがんばりました。リズムよく踊る姿に上小での成長を感じました。
２年生は、リズムよく踊ったり、友だちと力を合わせて大玉を転がしたり、全力でがんばる姿が素敵でした。
３・４年生の「THE TAKEDA武士」は、鳴子を使い元気よく踊る姿がかっこよかったです。３年生の二人で力を合

わせてボールを運ぶ様子に、練習で積み上げた仲間との絆を感じました。４年生は二人で力を合わせて力強い
タイフーンをつくりました。４年生のパワーを感じられるがんばりでした。
５・６年生のテンポのいいダンスから力強いソーラン節、高学年生としての誇りを自信をもって表現することが

できました。５年生の綱引きは、みんなで力の限り引っ張り合う勝負が見応えありました。６年生は、朝練習を積
み重ねて、知恵を出し合い、チームのみんなと力を合わせてがんばる姿がたくさん見られました。

一人一人が最後まで全力でがんばることを楽しみ、みんなで力を合わせて友情を深めることができました。そし
て、一人一人がきらめく、みんなが主役の上小の運動会をつくり上げることができました。コロナ禍、様々な課題
がありましたが、工夫と協力で乗り越え、全校児童・教職員・保護者の皆様と共に、みんなで力を合わせて素
晴らしい上野原小の運動会をつくり上げることができました。保護者の皆様のご協力に改めて感謝申し上げたい
と思います。

1 年生は、９月３０日（金）に帝京科学大学に秋の校外学習に出かけま
した。当日は、帝京科学大学の動物介在教育研究部と馬センターの学
生のみなさん１５名、同大学教授の花園誠先生にご協力を頂き、子どもた
ちの学習支援をして頂きました。小グループに分かれて、馬センターでの体
験活動・小動物とのふれあい・草の迷路などの自然体験活動を、学生さ
んの支援・指導をいただきながら、なかよく、楽しく学ぶことができました。

1 年生「ダンシング玉入れ」 ２年生「大玉パワー 全開」 ３年生「ウーバーボール」 ４年生「ぐるぐるタイフーン」

５年生「GO ５ 綱引き」 ３４年生「THE TAKEDA 武士」 ５６年生「PRIDE 誇りを胸に」６年生「PRIDE 心を一つに」


